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．
強
郵
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∩
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団
二
†
玉
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山
本星

同
好
會
出
版

一清
助
教
授
即

座
の
親
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
版
大
増
補
）

四
⊥
旧
版
百
頁
　
美
麗
な
る
爲
眞
及
木
版
歎
十
個
入

償
金
萱
圓
　
　
郵
税
金
入
銭

…
…
…
自
分
は
若
い
頃
、
夏
の
天
な
仰
い
で
蛇
座
ご
蛇
遣
ひ
座
の
形
を

勧
め
て
知
つ
だ
時
．
一
寸
眼
に
は
何
者
も
な
い
や
う
な
無
．
秩
序
の
中
に

實
は
一
定
秩
序
が
整
っ
て
天
上
無
比
の
巨
漢
が
腕
々
と
横
ば
る
大
蛇
を

繰
つ
る
牝
…
観
を
面
と
向
っ
て
見
た
時
は
思
は
ず
快
哉
を
叫
ん
だ
も
の
奄

今
だ
あ
昼
へ
て
居
ろ
…
…
…
そ
れ
以
來
自
分
に
巴
っ
て
夏
の
天
に
最
6

親
し
い
も
の
は
今
獅
は
此
の
蛇
遣
ひ
の
な
で
あ
る
…
：
…
…
：
…
・
…
・
…

東
京
市
京
橋
臓
銀
塵
た
張
町

登
楢
士
買
所
　
謡
言

醒

d　by　T．　Araki．

・・ k　Yamamoto，
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・
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　　ELEMENTS　OF　ASTRONOMY
本
書
は
初
學
者
の
た
め
の
天
文
書
割
し
て
英
米

の
肚
會
に
最
も
廣
く
讃
ま
れ
て
る
ま
す
。
季
易

な
る
英
文
を
以
っ
て
天
文
學
の
全
般
に
わ
だ
り

簡
明
な
る
記
載
と
親
切
な
る
説
明
巴
を
試
み
て

ゐ
ま
す
。

山
本
助
敢
授
は
同
志
肚
女
學
稜
で
之
れ
を
激
科

書
に
用
み
て
ゐ
ら
れ
ま
す
○
内
容
の
配
列
は

一
、
地
球
と
天
膣
と
の
關
係

二
．
地
球
の
公
韓

三
．
時
間
に
つ
い
て

四
．
天
腿
の
観
察
と
測
定

五
、
重
力

六
．
地
球

七
、
太
陽

入
、
月
ε
日
月
二

九
、
暦

十
、
太
陽
暦
の
概
観

コ
、
内
遊
星

三
，
四
外
遊
星

三
、
蓼
星
と
流
星

一
四
．
星
座

霊
、
恒
星
と
星
雲

一
∴
．
日
月
學
小
史

山
本
助
教
授
曰
く

　
「
ニ
ゥ
カ
ム
氏
の
エ
レ
〆
ン
ツ
は
天
三
門
書
と
し
て
近
代
の

　
傑
作
で
あ
る
〇
四
六
版
、
僅
か
二
百
絵
頁
の
小
班
＋
に
，
よ

　
く
乳
之
れ
だ
け
趣
昧
と
實
盆
と
を
兼
聡
た
？
し
か
あ
数
畢
ぬ

　
き
の
）
好
い
書
物
が
出
來
た
も
の
だ
し
今
日
の
天
丈
を
愛
す

　
る
入
は
必
ず
此
れ
を
呼
ん
で
甘
胃
最
初
の
智
【
識
を
得
な
り

　
ば
な
ら
め
」
云
酵

　
由
凧
都
L
入
餌
甲
天
三
図
爪
円
（
振
替
7
入
山
五
山
ハ
♪
」
山
一
五
）

取
次
…
…
…
…
天
　
文
　
同
　
好
　
會

稜
費
…
…
…
丸
善
株
式
會
紅
京
都
支
店
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No．　21　（9．　May）

　　IV！eteoric　Observations・・・…Mercury　Approaching　Venus・・・…Dr．

　　T．　lkecla一・・…Nakamura’s　Variable．
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14S

軸

0
岡
山
支
部
六
月
の
大
活
動
∩
水
野
）

一
、
三
日
午
後
七
時
か
ら
水
野
支
部
幹
事
は
岡
山
縣

　
師
範
學
校
で
同
校
生
徒
り
霞
め
に
「
星
の
話
」
を
し

　
陀
後
、
校
庭
で
三
吋
薯
遠
鏡
に
よ
っ
て
・
ガ
、
火
．
木

　
土
一
星
を
夜
牛
ま
で
塑
腕
毒
し
弛
〇

二
、
十
日
午
後
二
時
か
ら
岡
山
．
縣
會
議
事
堂
で
山
本

　
題
學
士
は
、
左
の
謙
濱
を
し
陀
○

「
時
計
ど
し
て
の
聴
器
運
」

　
　
火
星
講
省
含
事
務
室
よ
ウ

六
月
十
日
に
火
星
り
衝
を
記
念
ず
る
講
演
會
を
岡
山

市
立
商
業
學
通
日
で
關
叩
催
可
る
こ
と
は
．
昨
冬
紬
弟
一
画
漁
講

演
會
の
餓
に
豫
定
さ
れ
盛
事
だ
が
、
い
よ
／
～
そ
れ
が

實
行
ざ
れ
た
の
は
嬉
し
い
。
編
章
者
は
意
外
に
多

ぐ
殊
に
第
山
ハ
甘
同
等
墨
T
校
、
岡
山
一
縣
師
範
學
校
か
ρ
り
團
膣

の
申
込
が
あ
っ
弛
の
で
．
其
り
数
百
十
入
名
に
蓬
し
六

の
は
意
想
外
で
あ
っ
毘
。
常
口
午
前
は
雨
．
午
傍
．
六
時

頃
か
ら
雲
く
日
影
　
チ
ラ
く
ご
見
る
襟
に
な
つ

鞄
が
、
三
徳
．
入
時
宮
原
》
部
幹
事
開
會
を
宜
し
，
山
本

講
師
は
壇
上
の
人
ε
な
り
、
火
星
專
問
の
熱
心
な
る
講

話
を
な
し
午
後
六
臨
三
十
分
か
ら
雲
の
去
來
の
時
々

に
火
星
を
観
…
測
一
て
居
る
中
に
、
苦
｛
道
附
近
の
雲
は
去

っ
た
の
で
衝
の
際
龍
は
義
く
観
測
が
出
來
お
〇
三
吋

望
遽
鏡
二
毫
．
二
吋
干
鱈
鏡
　
毫
を
据
付
り
客
鏡
に
會

員
は
長
蛇
の
陣
を
作
り
、
静
濡
に
秩
序
よ
く
次
か
ら
次

へ
ご
国
事
し
．
働
本
講
師
、
山
冨
厚
鋼
學
士
主
．
・
し
て
指

導
の
任
に
常
つ
陀
が
．
空
は
い
よ
く
晴
れ
て
土
星
、

木
星
．
月
な
ど
を
あ
親
等
す
る
こ
と
を
得
陀
の
は
望
外

の
仕
合
で
り
だ
。
中
に
も
熱
心
な
會
員
は
徹
夜
襯
薯

に
從
適
し
穴
む
の
あ
二
、
三
十
名
を
算
し
に
〇
＋
一
日

午
前
入
時
開
講
、
講
師
己
○
蓄
を
講
演
＋
二
購
終
了
、

暫
時
會
醜
の
諸
極
の
質
問
に
謝
・
し
講
師
は
懇
篤
な
る

説
明
加
興
へ
ら
れ
れ
の
で
一
同
満
…
足
し
．
少
憩
の
後
，

九
昨
三
十
分
水
野
支
部
幹
事
は
諸
頼
の
報
告
を
叛
し
、

由
本
本
部
幹
事
講
習
桟
．
九
十
二
名
に
農
書
を
授
爵
し
、

第
一
岡
山
中
門
言
挙
紛
、
教
靴
工
員
】
同
を
代
爽
し
て

謝
辮
を
述
べ
、
山
本
講
師
は
再
び
壇
上
の
人
と
な
り
て

＝
場
の
挨
拶
を
な
し
、
火
星
一
堂
門
の
麟
冊
欝
欝
は
本
邦
に

於
e
て
最
初
の
レ
コ
ー
ド
陀
る
の
み
で
な
く
、
世
界
に

於
い
て
む
耳
に
せ
な
い
ミ
て
大
に
天
爵
趣
味
を
3
吹

さ
れ
大
成
功
狸
に
散
會
し
把
〇

二
、
た
哲
ハ
ー
シ
ェ
ル
百
年
祭
記
念
講
演
會

六
月
十
一
日
午
後
一
昨
三
十
分
か
ら
岡
山
市
立
商
業

學
校
で
開
催
認
れ
、
左
艶
の
講
演
が
あ
っ
て
午
後
閃
時

三
＋
登
食
鳥
．
こ
の
講
演
會
冷
本
年
世
界
の
各
地
に
先

だ
り
て
開
．
か
れ
レ
コ
ー
ド
で
あ
る
。

　
、
－
大
哲
バ
ー
／
エ
ル
の
偉
蹟
　
　
　
山
本
理
學
士

　
2
天
王
星
及
び
海
王
星
に
つ
い
て
　
宮
原
理
學
士

　
3
女
流
天
丈
卜
者
カ
ロ
リ
ン
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
内
助

　
　
の
功
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
支
部
三
筆

同
五
時
か
ら
由
本
蝿
學
士
は
親
測
部
員
の
小
集
會
に

一
壌
㎝
り
希
望
を
述
，
へ
、
み
†
後
・
七
時
岡
山
登
簿
｛
卑
で
餅
蹄
洛

婁
れ
た
。
山
本
理
軍
士
尋
迎
ふ
る
こ
と
今
度
で
五
回

一
回
毎
に
そ
の
執
…
心
の
度
を
高
め
、
天
文
學
並
日
量
と
同

趣
味
者
を
増
し
鞄
事
に
は
信
じ
て
疑
は
な
い
と
こ
ろ

で
中
に
ふ
將
炉
端
あ
る
○
観
測
者
を
む
生
じ
陀
こ
と

は
歓
喜
す
べ
き
賢
で
あ
る
。
先
生
の
轟
々
御
健
全
な
ら

ん
事
を
斯
道
の
臨
め
千
所
萬
帯
す
る
の
で
あ
る
○

　
　
　
　
お
知
ら
せ

山
本
助
致
授
海
外
留
學
。
爲
め
事
務
室
な
】
時
京
都

市
西
高
瀬
上
ノ
一
］
海
老
恒
治
由
毛
へ
移
し
み
あ
ご
把
．
然
・
し

御
罫
矯
其
他
依
頼
は
京
κ
天
丈
塁
内
天
交
同
好
禽
宛

に
和
睦
り
下
ざ
い
∩
尤
も
御
急
な
要
す
る
爺
は
海
老
宛

御
直
逡
願
ひ
上
げ
ま
ず
○

昨
今
集
金
郵
便
鰻
を
・
し
て
居
り
ま
ず
。
昨
年
ト
月
よ
り

本
年
三
準
縄
ギ
年
酒
セ
請
求
し
て
居
り
ま
ザ
ザ
例
外

乃
方
・
．
，
あ
3
1
ま
す
ρ
、
何
卒
問
淫
ク
な
い
限
り
御
筆
繍

を
願
ま
す
。
農
振
絶
ゆ
御
方
は
退
會
と
認
て
途
へ
を
申

止
し
ま
す
か
ら
．
三
聖
に
あ
ら
ず
ば
御
一
塁
畏
ま
ず
。



　
　
　
　
　
編
輯
室
よ
り

　
兎
に
角
内
容
が
貧
弱
で
あ
ろ
、
・
」
言
ふ
事
は
白

状
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
艀
柄
で
す
。
然
し
、

今
少
し
内
容
も
充
臥
し
、
叉
美
し
い
高
爾
な
趣

味
の
養
成
に
も
志
し
た
い
・
三
月
ふ
希
望
は
絶
ぬ

す
考
へ
ら
れ
て
る
る
問
題
で
す
。
出
面
得
べ
く

ん
ば
日
本
で
一
流
の
天
交
論
者
の
方
々
に
も
筆

を
執
っ
て
戴
き
呪
い
ご
考
へ
て
る
ま
す
コ
ま
た

軍
に
侮
蔑
的
な
專
門
記
事
だ
け
で
な
く
趣
味
的

な
事
柄
も
紙
上
に
紹
介
し
た
い
ご
考
へ
て
る
ま

す
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
車
柄
は
お
い
一
＆
實

現
さ
し
た
い
も
の
で
す
。

　
七
騰
勢
も
例
に
よ
つ
て
遽
れ
た
搾
め
に
冨
そ

れ
ほ
旨
内
容
の
考
察
に
力
を
制
す
群
議
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
堅
く
お
わ
び
い
た
し

ま
す
。
山
本
助
教
授
の
「
天
幕
豪
ご
は
何
ぞ
や
」

は
現
時
多
く
の
人
々
の
間
に
口
際
天
文
台
ご
は

如
何
な
う
も
の
か
ご
の
観
念
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
み
な
い
の
で
、
そ
れ
に
明
確
な
解
答
を
與
ふ

る
目
的
で
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
宮
原
理
學
士

の
記
事
は
岡
山
支
部
に
お
げ
ろ
講
演
で
あ
り
ま

す
。
又
宇
宙
物
理
問
答
は
現
代
に
進
ん
だ
天
交

の
最
新
方
向
に
就
い
て
跨
れ
に
も
理
解
出
來
る

様
に
間
容
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
是
非
御
一

讃
を
願
ひ
ま
す
。

　
話
は
別
で
す
が
、
近
時
天
丈
に
封
ず
る
一
般

祉
魯
の
趣
味
が
非
常
に
高
上
し
た
の
は
悦
ば
し

い
現
象
で
す
。
こ
れ
は
肚
會
の
人
々
の
心
に
係

蒲
か
出
來
た
こ
言
ふ
事
の
、
諮
擦
－
こ
も
い
は
れ

ま
す
。
そ
の
一
つ
の
あ
ら
は
れ
こ
し
て
大
阪
の

三
王
呉
服
店
で
は
、
來
ろ
九
周
一
日
か
ら
天
王

に
擁
す
ゐ
展
覧
曾
の
催
し
が
あ
り
ま
す
。
假
定

的
な
天
空
族
行
や
大
規
模
な
天
球
模
型
な
さ
は

昨
年
の
市
民
博
の
展
覧
會
よ
ウ
は
遙
か
に
綺
麗

な
も
の
だ
ら
う
ご
愚
は
れ
ま
す
。
指
導
者
は
大

阪
支
部
幹
事
宮
森
作
造
民
ご
不
軍
歌
が
あ
た
う

ま
し
た
。
是
非
一
度
御
見
物
を
願
ひ
ま
す
。
叉

沢
交
に
封
ず
ろ
趣
味
の
高
上
の
結
果
天
象
豫
報

の
ま
ご
ま
っ
た
も
の
を
求
め
る
聲
も
後
に
聞
き

ま
す
、
そ
の
聲
に
越
す
る
膿
め
に
大
阪
支
部
で

は
天
象
豫
報
の
躍
行
本
の
出
版
も
計
書
さ
れ
て

ゐ
ま
す
か
ら
、
近
く
會
員
諸
君
の
前
に
提
供
さ

れ
ろ
こ
ご
で
せ
う
。
最
後
に
お
弄
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
の
は
海
老
氏
の
都
合
で
天
交
語
彙
は
し

ば
ら
（
休
み
に
し
ま
し
泥
。
（
荒
木
記
）

　
　
　
天
文
同
好
會

本
　
　
部
　
　
京
都
下
半
大
濠
　
　
　
　
　
天
文
藍

同
志
祉
西
部

　
　
　
　
　
京
都
市
同
志
就
大
札
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